
測定指標と目標値

インパクト

インプット
（資源）

アクティビティ（活動内容） 中期アウトカム
（成果目標）

初期アウトカム
（成果目標）

アウトプット（活動目標）

【基盤強化】
Ｒ５年度
予算要求額
総額 16億円
対象予定件数
64件
【モデル構築】
R５年度
予算要求額
総額 6億円
対象予定件数
16件

長期アウトカム
（成果目標）

・質の高い実践力のある医師の養成 ・我が国の臨床研究の活性化 ・良質かつ適切な医療の提供と将来の国民の健康福祉の向上

課題

現状

（現状・課題を示すデータ）
・医学生の経験率が低い医行為
気道内吸引(16%)、末梢静脈確保(31%)、
胃管挿入(17%)、尿道カテーテル挿入・抜去(49%)

・注目度の高い論文数の世界ランクの変動
TOP10%４位→10位、TOP1%４位→9位
（2000年と2018年との比較）

・保健分野における大学等教員の研究活動時間割合
【H14年】46.0％ → 【H30年】29.8％

・病院常勤勤務医の週あたりの時間外・休日労働時間
年間960時間（月80時間）以上 約４割
うち年間1860時間以上 約１割

・医師法等の改正（R3.5）を受けて、共用試験公的化及び学生が医業を行う診療参加型臨床実習の実現が必要。（R5.4～）
・国際的に見た我が国の研究力は2000年代半ばから低下。保健分野の大学等教員が研究を行う時間の割合が大幅に減少。
・医師の時間外・休日労働時間の上限規制開始（R6.4～）

・診療参加型臨床実習の実現には、シミュレータ等の機器や人員体制の強化が不可欠。
・研究力の向上について、臨床系教員（医師）が研究に従事する時間を確保することが必要。
・労働時間短縮が求められる中、既存の枠組みでの努力だけでは、取組を実施・継続できない。

・大学・大学病院におけるより効率的で質の高い臨床教育・研究実施のための基盤強化及び新たな体制を構築
する優れた取組を支援することにより、上記課題に対応するとともに、持続的な改善につなげ、医師の働き方改
革の実現に貢献する。

本事業の
目的

「質の高い臨床教育・研究の確保事業」ロジックモデル （R５年度要求額：2,250百万円）

（関連施策）
・診療報酬により
医師の事務作業
を補助する体制
の強化

【臨床研究】
・臨床研究支援人材の確保、優
れた取組の実施（研究支援者等
の養成、活用 等）

【臨床教育】
・教育担当専任教員等の確保、
優れた取組の実施（教育プログ
ラムの開発 等）

・研究支援者向け教材の作成
・臨床研究支援体制の強化、臨
床研究実施支援システムの構
築・改良

・診療参加型臨床実習の実施に向
けた環境整備（学生が行う医行為
の明確化等）
・新たな教育プログラムの開発

・新たな臨床研究支援体制
での臨床研究支援の実施

・新たな教育プログラムによる
養成人数の増加

・支援対象大学における医師の
研究活動時間の確保
・優れた取組の他大学への展開・
波及

・支援対象大学における医学生の経
験率が低い医行為の経験率向上
・優れた取組の他大学への展開・波
及

・保健分野における研究活
動時間の確保

・診療参加型臨床実習の充
実

【働き方改革対応】
・医師の働き方改革推進に向け
て緊急的に必要な設備・機器の
整備

【共用試験公的化対応】
・共用試験公的化に向けて緊急
的に必要な設備・機器の整備

・支援対象大学における医師の
業務改善の推進と勤務時間の短
縮

・支援対象大学における公的化
に伴う試験内容の拡充や試験実
施の厳格化に対応する環境整備

・令和６年４月の医師の時間
外・休日労働時間の上限規制
開始までに必要な対応を実施

・公的化後の共用試験の確
実な実施

・令和18年4月の暫定特例
水準の解消に備えて、必要
な対応を継続

・公的化後の共用試験の安
定的運用

・公的化後共用試験の実施大学数（81医
学部（R5年度～）・29歯学部（R6年度
～））

KPI
②

KPI
②

・医師の時間外・休日労働時間の上限規制
に違反する大学数 （０大学）

KPI
③

KPI
③

KPI
④

KPI
⑧

KPI
⑥

KPI
①

KPI
①

KPI
④

KPI
⑤

・新たな教育プログラムを受講した医学生
等の人数（１大学あたり100人）

KPI
⑤

・本事業により強化した臨床研究支援体制
による臨床研究支援件数（３０件）

KPI
⑦

KPI
⑥

・支援対象大学における医学生が実
施する医行為の項目数（事業開始初
年度より4項目増）

KPI
⑨

KPI
⑦

・支援対象大学における臨床研究に
従事する医師の研究活動時間の確保
（事業開始初年度より増加）

KPI
⑧

・医学生が実施している医行為の拡大（ある医行為※を
「実施していない」大学数の減少）（一例：末梢静脈確保
を「実施していない」大学数 R４年25大学⇒R10年0
大学）

KPI
⑨

・保健分野における大学等教員の研究活動時間割合
（H30年29.8%を最低限維持）

※改訂「医学教育モデル・コア・カリキュラム」との整合
性にも留意する。

・本事業で開発した教育プログラムの数
（R7年までに10件）

・本事業で作成した教材等の数
（R７年までに6件）

KPI
⑩

KPI
⑩
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